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昭
和
十
九
年
七
月
か
ら
約
一
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
学
童
集

団
疎
開
は
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
類
例
を
み
な
い
痛
ま
し
く

苛
酷
な
集
団
生
活
で
あ
っ
た
。
異
常
と
も
い
え
る
当
時
の
戦
時
体
制
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
「
勝
つ
ま
で
は
・
・
・
」
「
国
の
た
め
・
・
・
」

と
、
一
生
懸
命
耐
え
て
い
た
。
け
な
げ
な
学
童
た
ち
も
、
も
は
や
五
○

代
後
半
の
初
老
を
迎
え
て
い
る
。
調
査
に
あ
た
っ
て
あ
ら
た
め
て
「
学

童
集
団
疎
開
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
当
時
南
足
柄
地
域
へ
疎
開
し
て
い
た
鶴
見
区
の
小
学
校
（
当

時
は
国
民
学
校
）
児
童
の
生
活
の
様
相
、
当
地
域
へ
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
資
料
紹
介
を
兼
ね
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
し
た
が
、
疎
開
関
係
の

資
料
に
つ
い
て
は
地
元
に
行
政
資
料
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
が
乏
し
く
、

地
域
に
お
け
る
行
政
側
の
対
応
が
い
ま
ひ
と
つ
明
確
で
な
い
。
村
民
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
聞
き
取
り
調
査
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

幸
い
疎
開
学
童
の
教
育
指
導
、
生
活
日
程
等
に
関
し
て
は
、
横
浜
市
史

編
さ
ん
室
、
横
浜
市
立
図
書
館
、
横
浜
市
内
の
『
学
校
沿
革
誌
』
に
多

く
の
資
料
が
掲
載
・
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
山
本
健
次
郎
氏
に
よ
っ
て
『
郷
土
よ
｝
」
は
ま
』
（
よ
こ
れ
き
双

書
５
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
本
研
究
ノ
ー
ト
も
資
料
に
つ
い
て

は
こ
れ
ら
の
刊
本
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
本
研
究
ノ
ー
ト
は
、

『
南
足
柄
市
史
』
資
料
編
現
代
作
成
の
た
め
の
中
間
報
告
に
過
ぎ
ず
、

現
在
、
資
料
調
査
を
実
施
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
研
究
ノ
ー
ト
作
成
の
た
め
左
記
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ

た
こ
と
を
記
し
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

辻
静
江
牧
田
キ
ヌ
子
佐
々
木
武
陵
小
島
喜
一
岩
田
愛
子

湯
山
厚
北
祁
謙
順
押
田
ト
ミ
子
（
敬
称
略
）

な
お
、
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
、
南
足
柄
市
史
編
さ
ん
専
門
委

員
宇
佐
美
ミ
サ
子
、
同
調
査
員
椿
田
卓
士
、
同
飯
岡
葉
子
が
実
施
し
、

飯
岡
が
整
理
し
た
も
の
を
掲
載
し
た
。

7１

☆
南
足
柄
村
よ
り
市
場
国
民
学
校
五
一
名

十
月
二
十
九
日
帰
宅

☆
〃

下
野
谷
国
民
学
校
一
九
○
名

十
一
月
一
日
帰
宅

☆
〃

芦
穂
崎
国
民
学
校
一
四
○
名

十
一
月
一
日
帰
宅

☆
福
沢
村
よ
り

浜
町
国
民
学
校
一
○
五
名

十
一
月
一
日
帰
宅

☆
岡
本
村
よ
り

豊
岡
国
民
学
校
一
七
二
名

十
一
月
一
日
帰
宅

（
出
典
『
横
浜
市
の
学
童
集
団
疎
開
』
よ
こ
れ
き
双
書
５
）
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一
一
六
日
の
両
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

近
江
日
野
商
人
の
本
拠
地
と
し
て
栄
え
た
日
野
町
は
、
町
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
商
家
の
面
影
を
残
す
閑
静
な
町
で
あ
る
。
日
野
が
町
場
と
し

て
発
展
し
て
い
く
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
当
地
の
有

力
な
戦
国
大
名
で
あ
っ
た
蒲
生
定
秀
が
、
天
文
二
～
一
一
一
年
（
一
五
一
一
一
一
一
一

～
四
）
に
日
野
城
を
築
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
日
野
は
定
秀
、
賢

秀
、
氏
郷
の
三
代
、
五
○
年
余
の
間
、
蒲
生
氏
の
城
下
町
と
し
て
栄
え

た
。
山
中
氏
も
も
と
は
蒲
生
氏
の
家
臣
と
し
て
各
地
を
転
戦
し
、
天
正

一
二
年
（
一
五
八
四
）
の
氏
郷
の
伊
勢
若
松
移
封
や
、
同
一
八
年
の
会

津
へ
の
移
封
に
も
つ
き
従
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
山
中
氏
は
、
保
綱
の

代
に
会
津
か
ら
日
野
に
戻
り
、
孫
の
頼
久
は
武
士
を
捨
て
て
日
野
椀
の
ト

塗
物
師
と
な
っ
た
。
当
地
の
特
産
と
し
て
名
高
か
っ
た
日
野
椀
は
、
と
イ

く
に
蒲
生
氏
の
庇
護
を
受
け
て
隆
盛
を
迎
え
て
い
た
が
、
そ
の
主
な
消

費
先
が
蒲
生
氏
の
領
内
で
あ
っ
た
た
め
に
、
氏
郷
の
移
封
は
大
き
な
打

撃
と
な
っ
た
。
日
野
商
人
の
活
動
は
、
地
元
消
費
の
減
っ
た
日
野
椀
の

需
要
を
他
国
に
求
め
て
行
商
を
試
み
た
の
が
そ
の
発
展
の
端
緒
で
あ
る

と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
頑
丈
さ
を
売
り
物
に
し
た
日
野
椀
も
、
元

禄
期
以
降
の
華
著
を
好
む
風
潮
に
押
さ
れ
、
次
第
に
精
巧
優
美
な
他
国

産
の
漆
椀
に
圧
倒
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
日
野
商
人
の
行
商
も
次

第
に
当
地
で
製
造
が
は
じ
ま
っ
た
合
薬
の
行
商
へ
と
変
わ
っ
て
行
く
。

山
中
家
の
家
業
も
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
の
前
に
次
第
に
衰
微
し
、
頼

久
の
孫
九
左
衛
門
の
代
に
は
つ
い
に
家
屋
敷
を
人
手
に
渡
す
こ
と
と
な
っ
た
。

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
と
い
う
か
ら
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
八
○
年

程
前
の
こ
と
に
な
ろ
う
。
関
本
村
に
一
件
の
酒
店
（
酒
造
店
）
が
開
業

し
た
。
屋
号
を
日
野
屋
困
店
と
称
す
る
そ
の
店
は
、
近
江
日
野
商
人
山

中
兵
右
衛
門
家
の
関
東
出
店
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
後
日
野
屋
山
店
は
、

屋
敷
地
が
手
狭
な
こ
と
、
年
々
の
勘
定
が
不
成
績
な
こ
と
な
ど
を
理
由

に
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
九
月
に
閉
鎖
さ
れ
、
池
上
村
（
小
田

原
市
）
に
移
転
し
て
新
た
に
日
野
屋
②
店
と
称
し
た
。
こ
の
間
の
事
情

に
つ
い
て
は
『
山
中
兵
右
衛
門
商
店
二
百
五
十
年
史
巻
上
』
に
詳
し

い
が
、
同
書
に
収
録
さ
れ
た
史
料
が
抜
粋
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
全
体
像
を
つ
か
む
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
ず
か

七
年
で
は
あ
っ
て
も
、
江
戸
時
代
の
南
足
柄
に
近
江
商
人
の
足
跡
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
貴
重
な
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
関
連
史

料
を
『
南
足
柄
市
史
』
３
に
収
録
す
べ
く
、
前
室
長
小
沢
公
生
氏
と
と

も
に
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
を
訪
れ
た
の
は
、
一
昨
年
の
九
月
二
五
日
、



れ
て
い
る
が
、
日
野
商
人
の
活
動
や
経
営
の
み
な
ら
ず
、
小
田
原
藩
の

研
究
の
う
え
で
も
貴
重
な
史
料
群
で
あ
り
、
今
後
積
極
的
な
研
究
の
展

開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
の
山
中
家
文
書
は
同

書
の
編
さ
ん
の
際
に
一
応
の
整
理
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
経

営
史
料
や
書
簡
な
ど
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
単
位
で
茶
箱
に
納
め
ら
れ

て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
史
料
は
、
こ
の
う
ち
書
簡
を
納
め
た
箱
の
中

に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
一

こ
の
史
料
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
二
月
一
八
日
に
、
御
殿

場
の
詳
店
か
ら
日
野
の
山
中
兵
右
衛
門
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
書
簡
で
、

包
紙
上
書
や
端
裏
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
御
殿
場
周
辺
で
お
き
た
浪
人

騒
動
の
一
件
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
浪
人
騒
動
一
件
に
関
し

て
は
、
今
度
発
刊
さ
れ
る
「
南
足
柄
市
史
』
３
に
も
関
連
史
料
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
村
筒
の
出
動
を
要
請
し
た
矢
倉
沢
関
所
か
ら
の
廻
状
と

こ
れ
に
対
す
る
村
筒
小
頭
の
添
状
（
一
一
月
一
三
日
付
）
、
お
よ
び
須
走

村
（
静
岡
県
小
山
町
）
に
「
浪
士
」
が
数
百
人
屯
集
し
て
い
る
と
い
う

報
告
を
受
け
た
矢
倉
沢
関
所
が
、
村
々
に
人
足
の
用
意
を
命
じ
た
廻
状

（
同
一
四
日
付
）
の
一
一
点
で
、
い
ず
れ
も
慶
応
四
年
の
雨
坪
村
の
御
用

留
（
南
足
柄
市
役
所
蔵
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
資
料
伽

訂
）
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
補
足
す
る
意
味
で
も
注
目
さ
れ
る
史
料
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
こ
の
書
簡
自
体
は
、
す
で
に
「
山
中
兵
右
衛

門
商
店
二
百
五
十
年
史
巻
上
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

－７３－

日
野
屋
の
祖
、
初
代
山
中
兵
右
衛
門
は
こ
の
九
左
衛
門
の
弟
で
、
同

家
の
分
家
筋
に
あ
た
る
。
本
家
の
没
落
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
兵
右
衛

門
は
、
こ
れ
を
再
興
す
る
た
め
に
日
野
椀
の
行
商
を
は
じ
め
た
と
い
う
。

そ
の
主
な
行
商
先
が
駿
州
の
御
殿
場
村
で
あ
り
、
兵
右
衛
門
は
御
殿
場

村
近
辺
で
椀
を
売
り
つ
く
し
、
そ
の
売
上
金
で
当
地
の
産
物
を
仕
入
れ
、

こ
れ
を
道
々
で
売
り
さ
ば
き
な
が
ら
日
野
へ
戻
る
と
い
う
生
活
を
続
け
、

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
は
つ
い
に
御
殿
場
村
に
出
店
を
構
え
る
ま

で
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
日
野
屋
件
店
で
、
山
中
家
の
関
東
出
店
中
の
本

店
に
あ
た
る
。
そ
の
後
代
々
の
当
主
も
積
極
的
に
弁
店
近
辺
に
出
店
を

展
開
し
た
。
現
在
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
、
同
じ
御
殿
場
村
の
⑩
店
、

駿
州
沼
津
の
一
叶
店
、
豆
州
南
条
村
（
静
岡
県
那
賀
郡
松
崎
町
）
の
（
聖
眉

先
述
し
た
関
本
村
の
困
店
、
池
上
村
の
②
店
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
山
中
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
は
、
現
在
日
野
町
の
近
江
日
野
商

人
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
近
江
日
野
商
人
館
自
体
が
、
昭
和
一

一
年
（
一
九
三
六
）
に
建
て
ら
れ
た
山
中
家
の
居
宅
を
譲
り
受
け
た
も

の
で
、
往
時
の
商
家
の
た
た
ず
ま
い
を
偲
ば
せ
る
建
物
で
あ
る
。
さ
て
、

同
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
山
中
家
文
書
は
、
五
つ
の
茶
箱
に
納
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
総
数
は
一
万
点
に
お
よ
ぶ
と
い
う
。
史
料
的
に
は
日
野

屋
各
店
の
経
営
史
料
や
往
返
書
簡
な
ど
が
主
で
は
あ
る
が
、
御
殿
場
の

介
店
が
小
田
原
藩
の
御
用
達
を
務
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
藩
に
関
す

る
史
料
も
多
く
、
注
目
さ
れ
る
。
す
で
に
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）

に
は
『
山
中
兵
右
衛
門
商
店
二
百
五
十
年
史
巻
上
下
」
が
編
さ
ん
さ



喜
を
さ
し
て
い
る
。
慶
応
四
年
の
年
あ
け
早
々
に
お
き
た
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
に
破
れ
た
慶
喜
は
、
正
月
六
日
の
深
夜
に
大
坂
城
を
脱
出
し
て
、

一
一
一
日
の
朝
に
は
江
戸
に
入
り
、
翌
一
三
日
に
碓
井
関
所
（
群
馬
県
松

井
田
町
）
の
厳
守
を
、
一
四
日
に
掛
川
・
沼
津
・
相
良
の
三
藩
に
駿
府

城
（
静
岡
市
）
の
厳
守
を
、
さ
ら
に
一
五
日
に
は
小
田
原
藩
に
箱
根
関

所
の
厳
守
を
命
じ
て
い
た
。
一
方
新
政
府
も
正
月
七
日
に
慶
喜
の
追
討

令
を
発
し
、
全
国
の
諸
藩
を
そ
の
手
中
に
納
め
て
い
く
と
と
も
に
、
二

月
一
一
百
に
は
天
皇
親
征
の
詔
を
発
し
て
、
総
裁
有
栖
川
宮
織
仁
親
王
を

東
征
大
総
督
と
す
る
東
征
軍
が
組
織
さ
れ
た
。
東
海
道
・
東
山
道
・
北

陸
道
の
諸
道
政
府
軍
が
京
都
を
出
発
し
た
の
が
一
一
月
一
一
日
か
ら
一
三

日
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
一
五
日
に
は
大
総
督
も
京
都
を
発
っ
た
。

ま
さ
に
一
触
即
発
の
状
況
の
中
で
、
朝
廷
へ
の
画
策
に
失
敗
し
た
慶
喜

は
、
一
一
月
の
は
じ
め
か
ら
絶
対
恭
順
に
態
度
を
変
え
て
、
一
二
日
に
は

上
野
の
寛
永
寺
に
引
き
こ
も
っ
た
。
江
戸
城
の
無
血
開
城
が
四
月
一
一

日
で
、
こ
れ
に
先
立
つ
西
郷
隆
盛
と
勝
海
舟
の
会
談
が
三
月
一
三
、
一

四
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
浪
人
騒
動
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
緊
迫

し
た
社
会
情
勢
の
中
で
お
き
た
事
件
で
あ
っ
た
。
書
簡
の
中
に
み
ら
れ

る
「
此
節
が
ら
軍
中
二
相
成
」
、
あ
る
い
は
「
東
西
乱
国
」
と
い
っ
た

文
言
は
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
状
況
を
さ
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
時
御
殿
場
村
で
は
、
同
村
に
滞
在
し
た
浪
人
共
の
う
ち

「
極
悪
者
」
一
一
○
人
程
が
村
役
人
を
呼
び
つ
け
て
詳
店
へ
「
。
」
の
無

心
を
し
て
い
る
。
書
中
に
ひ
ん
ぱ
ん
に
出
て
く
る
こ
の
「
。
」
が
具
体
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残
念
な
が
ら
一
部
の
抜
粋
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
全
体
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
内
容
的
に
み
て
も
、
弁
店
お
よ
び
⑩
店
が
被
害
の
当

事
者
で
あ
る
だ
け
に
当
時
の
よ
う
す
が
か
な
り
詳
し
く
、
リ
ア
ル
に
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
小
田
原
藩
領
の
村
々
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時

期
の
具
体
的
な
村
落
状
況
、
社
会
状
況
を
し
め
す
史
料
が
不
足
し
て
い

る
だ
け
に
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
一
件
に
関
し
て
は
か
な

り
日
野
と
各
出
店
と
の
間
で
連
絡
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
現

時
点
で
も
こ
れ
以
外
に
⑩
店
か
ら
の
書
簡
（
以
下
⑩
店
書
簡
）
と
件
店
。

⑩
店
・
②
店
の
連
名
の
書
簡
（
以
下
念
一
山
⑮
店
書
簡
）
の
一
一
通
を
確
認

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
二
月
二
四
日
付
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
紹
介
す

る
弁
店
か
ら
の
書
簡
（
以
下
弁
店
書
簡
）
は
こ
の
中
で
も
も
っ
と
も
詳

し
い
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
書
簡
と
比
べ
る
と
人
数
な
ど
に
異
同
が
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
弁
店
書
簡
を
中
心
に
、
他
の
書
簡
も
含
め
て
ま
ず
こ

の
浪
人
騒
動
一
件
の
経
過
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

弁
店
書
簡
に
よ
れ
ば
、
．
橋
様
之
浪
人
」
と
名
乗
る
浪
人
八
○
○

人
が
江
戸
表
を
出
立
し
、
こ
の
う
ち
四
○
○
人
は
船
で
紀
州
へ
向
か
っ

た
も
の
の
、
残
り
の
う
ち
二
○
○
人
が
甲
州
郡
内
の
谷
村
（
山
梨
県
都

留
市
）
に
、
ま
た
一
一
○
○
人
が
篭
坂
峠
を
越
え
て
須
走
村
に
宿
泊
し
、

さ
ら
に
こ
の
う
ち
一
○
○
人
が
御
殿
場
村
に
来
て
大
騒
動
に
な
っ
た
と

あ
る
。
須
走
村
に
浪
人
が
入
っ
た
の
は
、
⑩
店
書
簡
に
よ
れ
ば
二
月
一

三
日
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

一
橋
様
は
い
う
ま
で
も
な
く
最
後
の
将
軍
で
あ
る
一
橋
（
徳
川
）
慶



梨
県
東
八
代
郡
石
和
町
）
と
谷
村
出
張
陣
屋
の
代
官
の
手
勢
が
出
動
し

て
、
山
中
や
海
辺
な
ど
で
一
三
人
程
を
召
し
取
っ
て
こ
と
ご
と
く
打
ち

首
に
し
、
天
野
方
で
そ
の
首
を
さ
ら
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
小
田
原
藩

か
ら
は
一
五
○
人
程
の
取
手
が
派
遣
さ
れ
、
一
四
日
の
朝
に
は
御
殿
場

村
を
通
っ
て
須
走
村
に
向
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
一
四
日
に
は
同
じ
御
殿
場
村
の
⑩
店
に
、
古
沢
村
（
御

殿
場
市
）
辺
か
ら
馬
に
乗
っ
た
二
人
の
浪
人
が
や
っ
て
来
て
金
子
を
強

要
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
本
店
に
送
金
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、

金
一
両
と
銭
五
九
文
を
差
し
出
す
こ
と
で
こ
と
な
き
を
え
て
い
る
が
、

件
店
書
簡
で
は
「
誠
二
店
一
同
恐
縮
、
茂
助
殿
も
顔
色
替
而
震
な
が
ら
」

と
、
こ
の
時
の
恐
怖
の
も
よ
う
を
伝
え
て
い
る
。

５

小
田
原
藩
に
と
っ
て
、
こ
の
甲
州
方
面
の
防
備
に
つ
い
て
も
っ
と
も
イ

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
矢
倉
沢
関
所
で
あ
る
。
こ
の
矢
倉
沢
関
所

か
ら
村
筒
の
出
動
や
人
足
動
員
の
準
備
に
つ
い
て
の
廻
状
が
出
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
関
所
に
も
一

五
日
の
暮
れ
に
騒
動
を
起
こ
し
た
浪
人
の
「
敵
討
」
と
称
し
て
、
一
七

人
の
浪
人
が
や
っ
て
来
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
で
は
、
こ

の
矢
倉
沢
関
所
の
厳
重
な
警
戒
に
恐
れ
を
な
し
て
、
矢
倉
沢
村
の
「
ふ

じ
や
清
蔵
方
」
と
い
う
宿
に
何
と
か
一
宿
し
よ
う
と
し
た
と
述
べ
て
お

り
、
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
翌
一
六
日
の
朝
に
は
小
田
原
藩
か
ら
こ
の

浪
人
を
召
し
取
る
た
め
の
手
勢
が
派
遣
さ
れ
た
の
で
、
直
に
捕
ま
る
だ

ろ
う
と
も
述
べ
て
お
り
、
当
時
の
矢
倉
沢
関
所
周
辺
の
緊
迫
し
た
状
況

的
に
何
を
さ
す
の
か
今
一
つ
不
明
で
は
あ
る
が
、
金
子
を
要
求
し
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
⑩
店
書
簡
で
は
「
○
印
之
無
心
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
念
店
で
は
、
商
売
が
不
調
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
村
役
人
の
助
力
も
あ
っ
て
何
と
か
三
両
の
出
資
で

こ
と
を
納
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
よ
う
す
に
よ
っ
て
は
浪
人
の
乱
入
も

あ
り
え
る
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
須
走
村
に
滞
在
し
た
浪
人
共
の
間
で

仲
間
割
れ
の
喧
嘩
が
あ
り
、
こ
の
二
○
人
は
直
接
件
店
に
は
押
し
掛
け

な
い
で
沼
津
方
面
に
逃
げ
さ
っ
た
。

こ
の
仲
間
割
れ
の
喧
嘩
の
発
端
は
、
須
走
村
に
滞
在
し
た
浪
人
の
う

ち
六
八
人
が
、
郡
内
境
村
（
山
梨
県
都
留
市
）
の
天
野
快
蔵
宅
へ
押
し

入
っ
て
大
暴
れ
を
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
六
八
人
の
浪
人
は
、
天
野

方
で
金
千
両
の
借
用
を
強
要
し
た
も
の
の
、
天
野
が
出
し
渋
っ
た
た
め

に
立
腹
し
て
、
諸
道
具
を
微
塵
に
し
、
衣
類
を
引
き
破
り
、
証
文
そ
の

他
の
書
類
を
残
ら
ず
引
き
破
っ
て
川
へ
流
し
、
さ
ら
に
逃
げ
遅
れ
た
家

内
の
者
五
人
に
切
り
つ
け
て
手
傷
を
負
わ
せ
る
な
ど
の
狼
籍
を
は
た
ら

い
た
の
で
あ
る
。
詳
店
に
金
を
強
要
し
た
二
○
人
の
浪
人
も
こ
の
仲
間

で
あ
り
、
ま
さ
に
「
極
悪
敷
も
の
」
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し

た
所
業
に
怒
っ
た
他
の
浪
人
仲
間
一
同
が
、
六
八
人
の
者
を
召
し
取
っ

て
手
打
ち
に
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
大
騒
動
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

実
際
こ
の
う
ち
の
何
人
か
は
浪
人
仲
間
に
よ
っ
て
切
り
殺
さ
れ
た
も
よ

う
で
あ
る
。
一
方
こ
う
し
た
事
態
に
幕
府
や
小
田
原
藩
で
も
急
速
対
応

い
さ
わ

に
お
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
⑩
店
書
簡
に
よ
れ
ば
、
石
和
陣
屋
（
山



こ
う
し
た
中
で
は
、
念
店
が
と
く
に
村
方
の
「
不
人
気
」
に
つ
い
て

再
三
嘆
い
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
天
野
宅
で
浪
人
が
暴

れ
た
際
も
、
快
蔵
が
村
方
に
よ
く
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
浪
人
方
へ
村
中
ヨ
リ
手
伝
可
申
由
」
、
あ
る
い
は
「
六
十
八
人
浪
人

押
込
申
候
所
江
村
中
加
勢
被
致
候
」
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。
念
店
に
し
て
も
当
村
や
近
所
が
「
尚
更
不
人
気
」
で
、
浪
人
よ
り

も
当
村
の
者
「
極
人
気
悪
敷
相
成
候
」
て
第
一
に
「
困
入
」
っ
て
い
る

と
い
う
。
ま
た
、
浪
人
は
た
と
え
騒
動
を
起
こ
し
て
も
「
御
上
様
」
が

「
召
取
」
っ
て
く
れ
る
し
、
打
ち
殺
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
御
触

も
出
て
い
る
。
第
一
浪
人
は
世
間
一
統
の
こ
と
な
の
で
、
「
一
同
之
心

配
」
で
あ
る
が
、
村
方
の
者
へ
は
そ
う
も
い
か
ず
、
た
び
た
び
無
理
を

言
い
立
て
て
「
悪
敷
事
」
を
持
込
ん
で
く
る
う
え
に
、
借
金
も
返
さ
な

い
の
で
商
売
も
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
打

ち
殺
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
す
る
「
御
触
」
は
、
対
外
戦
争
の
危
機
下

で
幕
府
が
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
出
し
た
触
書
を
さ
す
の
で
あ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
村
方
の
混
乱
し
た
情

勢
を
し
め
し
て
い
て
興
味
深
い
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
連
し
て
⑩
店
書
簡
で
は
、
慶
応
四
年
の

農
兵
取
り
立
て
（
『
南
足
柄
市
史
』
２
血
岨
参
照
）
に
際
し
て
、
御

殿
場
村
で
行
な
わ
れ
た
入
札
の
際
の
紛
糾
し
た
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
念
店
が
三
番
札
で
落
札
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
役
人
の

意
向
で
名
主
格
を
理
由
に
介
店
の
農
兵
を
免
除
し
て
、
四
番
札
に
ま
わ
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を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
頃
に
は
騒
動
も
一
応
は
沈
静
化
の
方
向
に
向
か
っ
た
よ
う
で
は

あ
る
が
、
先
の
二
○
人
は
さ
ら
に
山
尾
田
村
（
御
殿
場
市
）
や
神
山
村

（
御
殿
場
市
）
、
深
良
村
（
静
岡
県
裾
野
市
）
な
ど
の
村
役
人
や
大
家

に
押
し
入
っ
て
お
り
、
取
手
の
よ
う
す
と
あ
わ
せ
て
な
お
不
隠
な
状
況

で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
書
簡
に
も
そ
の
恐
怖
の
よ
う
す
が
め
ん
め
ん
と

綴
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
弁
店
書
簡
で
は
「
店
中
恐
縮
実
二
身
の
毛
も

余
立
申
候
」
心
持
ち
で
、
郡
内
そ
の
他
に
逃
げ
た
浪
人
が
い
つ
ま
た
や
っ

て
来
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
油
断
が
な
ら
ず
、
心
配
の
絶
え
る
こ
と
が

な
い
。
子
供
た
ち
は
実
に
「
泣
縮
入
申
」
し
て
い
る
と
、
当
時
の
よ
う

す
を
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一
一

以
上
が
御
殿
場
周
辺
で
お
き
た
浪
人
騒
動
の
て
ん
末
で
あ
る
が
、
件

店
書
簡
に
は
こ
れ
以
外
に
も
興
味
深
い
記
述
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
小

田
原
藩
の
「
内
分
」
と
し
て
、
「
御
殿
様
ニ
ハ
徳
川
江
御
附
」
な
れ
ど

も
「
一
家
中
者
京
附
之
よ
し
」
と
、
藩
主
大
久
保
忠
礼
は
幕
府
を
支
持

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
家
臣
は
朝
廷
に
つ
こ
う
と
主
張
す
る
な
ど
両

者
が
対
立
し
て
い
る
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
事
実
小
田
原
藩
で
は
、
一

旦
は
朝
廷
に
対
し
て
恭
順
の
意
思
を
し
め
し
な
が
ら
も
、
五
月
の
箱
根

戦
争
で
は
東
海
道
軍
に
対
時
す
る
な
ど
、
最
後
ま
で
藩
論
が
定
ま
ら
な

か
っ
た
。
小
田
原
藩
が
最
終
的
に
朝
廷
方
に
恭
順
す
る
の
は
五
月
二
四

日
の
こ
と
で
あ
る
。



そ
う
と
し
た
こ
と
が
一
つ
の
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
番

札
に
落
札
し
た
者
が
、
農
兵
の
手
当
と
し
て
一
人
に
つ
き
は
じ
め
に
二

○
○
両
、
そ
の
後
御
用
の
た
び
ご
と
に
一
○
○
両
申
し
受
け
る
こ
と
を

要
求
し
、
も
し
こ
れ
を
「
御
上
様
へ
御
願
被
下
」
た
と
し
て
、
た
と
え

立
腹
さ
れ
て
家
内
と
も
ど
も
追
放
に
な
っ
た
と
し
て
も
「
少
茂
苦
か
ら

す
」
と
言
い
放
つ
な
ど
、
ま
さ
に
御
上
を
も
恐
れ
ぬ
事
態
と
な
っ
て
、

の
村
々
の
動
向
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
な
点
が
多
い
が
、
幕
末
維
新
期

の
い
わ
ゆ
る
「
世
直
し
」
的
状
況
の
下
で
、
当
該
地
域
の
こ
う
し
た
動

向
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
。
そ
う
し
た
史
実
の
発
掘
は
も
と

よ
り
、
こ
れ
を
規
定
す
る
社
会
的
、
経
済
的
条
件
の
解
明
と
と
も
に
、

今
後
の
研
究
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
調
査
の
お
り
に
は
正
野
雄
三
館
長
を
は
じ

め
、
近
江
日
野
商
人
館
の
み
な
さ
ま
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
包
紙
上
官
）

「
浪
人
入
廻
り
大
騒
動一条

肌
馴
駈
仙
蛎
左
衛
門
様
駿
州

ヨ
Ⅱ
ノ

御
殿
場

同
州
日
野
町

山
中
兵
右
衛
門
様

大
急
用
」

（
包
紙
裏
盲
）

「
一
一
月
十
八
日
出
［
ロ
野
屋
兵
右
衛
門

土
山
宿
迄
賃
済

上
目
拾
弐
文
」

（
端
裏
盲
）

「
弁
一
一
口
河
十
八
日
出
浪
人
入
廻
り

大
騒
動
一
件
」

尚
々
取
急
大
乱
筆
御
筆
恥
可
被
下
候
、
当
店
儀
ハ
成
丈
ケ
ミ
だ
れ
不

－７７－

村
役
人
層
を
悩
ま
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
慶
応
四
年
の
浪
人
騒
動
は
た
だ
偶
発
的

な
事
件
と
い
う
の
で
な
く
、
そ
の
背
後
に
日
野
屋
の
よ
う
な
商
家
や
豪

農
層
、
お
よ
び
村
役
人
層
と
、
一
般
の
小
前
層
や
下
層
農
民
と
の
対
立

の
図
式
が
あ
り
、
そ
う
し
た
村
方
の
動
揺
が
、
当
該
期
の
社
会
情
勢
を

反
映
し
た
浪
人
騒
動
と
あ
い
ま
っ
て
、
問
題
を
大
き
く
し
た
と
い
え
よ

う
。
日
野
屋
介
店
。
⑩
店
に
と
っ
て
は
そ
の
総
体
こ
そ
が
問
題
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
件
店
書
簡
で
は
、
事
態
の
打
開
の
た
め
に
日
野
の
本
店
か

ら
人
を
派
遣
し
て
く
れ
る
よ
う
に
懇
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

⑩
店
書
簡
に
は
「
念
⑩
改
革
談
事
大
切
用
向
入
」
、
念
⑩
因
店
書
簡
に

は
「
念
改
革
願
丈
懸
合
用
」
と
い
っ
た
文
言
が
端
裏
書
に
み
え
る
が
、

こ
れ
ら
の
改
革
案
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
浪
人
の
標
的
に
な

る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
に
は
村
方
の
情
勢
を
お
も
ん
ぱ
か
っ
て
、
目
立

た
な
い
よ
う
に
店
構
え
を
小
さ
く
し
、
経
営
を
縮
小
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

南
足
柄
市
域
を
含
め
て
、
近
隣
の
地
域
や
こ
の
時
期
の
小
田
原
藩
領



間
相
断
、
丸
テ
断
申
候
節
ハ
念
店
江
大
勢
ニ
テ
押
込
申
候
卜
心
配
仕
候

（
精
）

故
、
役
人
衆
も
御
情
々
御
骨
折
被
下
候
而
廿
人
之
者
へ
金
三
両
二
而
断

り
、
役
人
衆
も
上
手
二
強
ク
念
店
成
禰
欄
断
被
下
候
間
、
浪
人
も
無
拠

承
知
致
し
候
得
共
、
様
子
寄
而
ハ
当
店
方
へ
入
込
無
心
可
申
候
所
、
其

内
二
須
走
二
て
仲
間
之
内
喧
嘩
出
来
、
右
之
廿
人
之
悪
者
二
て
須
走
ニ

泊
り
、
大
勢
之
浪
人
ヨ
リ
迎
ひ
二
参
り
須
走
江
参
り
申
候
ハ
ミ
仲
間

内
二
て
切
殺
し
可
申
候
由
、
夫
故
二
当
店
へ
も
不
参
直
二
沼
津
辺
江
逃

行
、
廿
人
之
外
之
浪
人
ハ
不
残
須
走
江
戻
り
、
右
之
仲
間
暗
一
嘩
卜
言
ふ

（
境
）

ハ
、
当
月
十
一
一
日
郡
内
堺
井
村
大
家
天
野
快
蔵
殿
方
へ
右
弐
百
人
之
内

六
十
八
人
二
而
金
千
両
借
用
仕
、
外
無
心
可
被
申
候
所
、
連
も
難
出
来
（
マ
マ
）

半
金
五
百
両
也
差
出
し
可
申
候
様
快
蔵
殿
被
申
候
間
、
浪
人
荒
ま
し
々

承
知
い
た
し
可
申
候
所
、
右
之
五
百
両
ハ
差
出
し
可
申
卜
被
申
候
得
共
、

◎
者
無
之
漸
々
百
両
也
差
出
し
申
候
二
附
、
浪
人
ど
も
立
腹
い
た
し
、

諸
道
具
不
残
慰
謹
二
致
し
、
衣
類
引
破
り
、
此
内
上
品
持
行
、
証
文
其

外
書
類
不
残
引
や
ぶ
り
川
中
へ
流
し
、
畳
切
破
り
、
旦
那
・
家
内
逃
一
旬

跡
二
残
り
候
家
内
五
人
家
々
う
ろ
た
ヘ
テ
被
居
候
間
、
五
人
を
も
腕
股

之
所
深
ク
切
込
大
怪
我
仕
候
由
、
天
野
快
蔵
卜
言
者
村
方
二
能
不
思
候

付
、
浪
人
方
へ
村
中
ヨ
リ
手
伝
可
申
候
由
、
六
十
八
人
浪
人
押
込
申
候

所
江
村
中
加
勢
被
致
候
間
、
大
あ
（
れ
ニ
相
成
申
候
、
四
百
人
之
仲
間

六
十
八
人
極
悪
敷
も
の
二
而
、
仲
間
一
同
二
六
十
八
人
之
者
ヲ
召
取
手

打
二
可
致
様
趣
キ
仲
間
之
内
大
騒
動
二
相
成
、
右
六
十
八
人
之
内
当
村

江
廿
人
泊
り
、
沼
津
表
へ
逃
行
、
須
走
二
而
浪
士
仲
間
二
而
拾
八
人
召

7８

（
子
）

申
候
様
可
仕
候
間
、
御
表
二
而
冬
も
同
様
奉
願
上
候
、
小
供
・
中
年

者
早
々
御
遣
し
可
被
下
候
、
何
分
無
捨
御
心
配
奉
願
上
候
、
以
上
、

御
地
先
月
十
五
日
出
し
、
当
月
二
日
出
し
御
両
通
共
無
事
着
仕
、
難
有

拝
見
仕
候
所
、
御
主
人
様
始
メ
御
一
同
様
益
御
勇
健
二
可
被
遊
為
入
候

由
奉
恐
喜
候
、
随
而
当
方
店
々
中
以
御
蔭
様
無
別
条
相
勤
申
候
間
、
乍

揮
様
御
休
意
思
召
被
遊
可
被
下
候
、
然
ハ
御
表
ヨ
リ
存
外
御
尊
書
二
預

り
、
京
坂
大
変
之
義
御
念
呼
二
被
仰
聞
奉
恐
縮
候
、
尚
又
御
地
江
浪
人

（
と
つ
と
つ
）

多
人
数
入
廻
り
、
町
々
在
々
御
騒
動
被
遊
候
由
咽
々
御
本
家
様
始
御
一

同
御
心
配
被
遊
候
段
奉
恐
入
候
、
何
卒
ノ
ー
穏
二
可
相
成
様
奉
祈
念
候
、

当
店
ヨ
リ
も
初
便
り
ヲ
以
旧
冬
浪
人
騒
動
之
義
奉
申
上
候
所
、
夫
々
御

承
知
被
成
下
難
有
奉
存
候
、
且
又
此
度
御
表
同
様
二
相
成
、
一
橋
様
之

浪
人
卜
言
立
、
江
戸
表
ヨ
リ
八
百
人
出
立
致
し
、
此
内
四
百
人
紀
州
表

江
船
上
二
而
参
り
申
候
趣
キ
、
跡
四
百
人
之
者
郡
内
徳
椛
江
参
り
、
谷

村
二
而
弐
百
人
計
り
休
足
被
致
、
跡
之
弐
百
人
之
者
篭
坂
打
越
須
走
り

二
而
泊
り
、
又
此
内
百
人
計
り
御
殿
場
江
参
り
、
件
店
見
当
二
浪
人
参

り
、
大
変
騒
動
仕
候
所
、
須
走
り
二
百
人
泊
り
申
候
者
仲
間
喧
嘩
致
し
、

当
村
江
参
り
申
候
内
廿
人
計
り
極
悪
者
二
而
須
走
仲
間
ヨ
リ
飛
脚
参
り
、

右
廿
人
之
者
須
走
之
方
ヘ
ハ
浪
人
仲
間
之
内
二
而
も
余
程
悪
敷
も
の
ゆ

へ
、
須
走
方
ヘ
ハ
不
参
沼
津
辺
江
逃
行
、
廿
人
之
内
之
者
村
役
人
呼
附
、

介
店
江
◎
無
心
致
し
呉
候
よ
し
役
人
衆
江
頼
込
、
夫
ヨ
リ
当
村
不
残
浪

人
入
込
申
候
先
触
御
座
候
ヨ
リ
戸
〆
仕
候
、
廿
人
之
者
役
人
ヲ
以
無
心

被
申
候
間
、
当
節
商
内
不
印
◎
無
之
、
逆
も
多
分
二
者
用
達
不
出
来
候



合
出
来
次
第
返
金
可
申
候
様
被
申
候
、
⑩
店
ヨ
リ
無
事
二
出
行
、
⑭
店

二
而
も
実
以
其
間
者
大
心
配
仕
候
、
本
店
。
⑩
両
店
二
而
九
両
程
二
御

座
候
間
、
先
々
小
難
二
而
御
安
心
可
被
下
候
、
十
五
日
之
夜
四
ッ
時
二

矢
倉
沢
ヨ
リ
早
駕
篭
参
り
、
彼
前
二
而
も
一
同
大
心
配
仕
候
、
小
田
原

衆
両
人
早
駕
篭
二
而
参
り
、
彼
前
二
而
相
頼
申
候
所
、
矢
倉
沢
御
関
所

江
十
五
日
暮
方
浪
人
十
七
人
計
り
関
所
江
参
り
、
右
浪
人
被
申
候
ニ
ハ
、

御
厨
江
入
廻
り
浪
人
二
敵
討
二
参
り
度
よ
し
被
申
、
矢
倉
沢
御
関
所
二

而
も
当
節
御
大
勢
同
所
御
固
メ
居
被
遊
候
間
、
右
十
七
人
之
者
も
恐
入

候
て
、
如
何
い
た
し
候
而
も
矢
倉
沢
ふ
じ
や
清
蔵
方
二
而
一
宿
致
し
、

ミ
く
り
や
へ
浪
人
多
人
数
被
参
候
趣
兼
而
承
り
申
候
間
、
其
宿
江
関
所

ヨ
リ
懸
合
二
可
及
候
付
、
其
間
一
宿
被
成
可
被
下
候
様
二
而
十
五
日
夜

韓
裂
而
参
り
、
小
田
原
衆
百
五
拾
人
計
須
走
表
二
御
泊
り
被
成
候
付
、

矢
倉
沢
ヨ
リ
早
駕
篭
弐
丁
共
其
所
江
御
懸
合
二
御
出
被
遊
候
、
矢
倉
沢

ヨ
リ
小
田
原
へ
も
御
注
進
御
立
被
成
大
騒
動
二
相
成
、
須
走
り
二
被
居

浪
人
不
残
郡
内
辺
江
引
取
二
相
成
候
間
、
十
六
日
朝
小
田
原
衆
当
所
江

廻
り
矢
倉
沢
江
浪
人
十
七
人
召
取
二
御
出
被
成
候
、
昨
日
事
故
子
今
不

相
分
、
定
而
御
召
上
ケ
ニ
可
相
成
卜
奉
存
候
、
当
村
へ
廿
人
泊
り
申
候

浪
人
、
所
々
江
押
込
三
、
四
人
く
ら
い
宛
大
家
ヲ
見
込
、
山
尾
田
村
岡

右
衛
門
殿
二
而
も
金
弐
両
持
行
、
（
椎
雌
付
名
主
様
二
而
も
少
々
持
行
、

（
ふ
か
ら
）

深
良
村
酒
屋
治
郎
殿
二
而
も
金
壱
両
卜
銭
百
拾
九
文
持
行
、
大
家
卜
見

懸
ヶ
無
心
被
申
村
々
大
騒
動
仕
候
、
沼
津
様
ヨ
リ
ニ
本
松
村
江
大
勢
二

而
大
筒
杯
御
持
参
被
成
、
其
外
辻
々
厳
重
二
御
固
被
遊
候
由
、
四
、
五

7９

取
、
九
人
郡
内
二
而
召
取
、
〆
廿
七
人
天
野
快
蔵
殿
へ
押
込
人
、
右
之

廿
七
人
之
首
ヲ
と
り
て
天
野
快
蔵
殿
方
へ
見
せ
て
参
り
申
候
由
、
廿
七

人
之
内
三
人
ハ
須
走
一
一
而
浪
人
仲
間
ニ
テ
切
殺
し
、
大
騒
動
二
相
成
、

夫
ヨ
リ
直
様
小
田
原
江
注
進
二
相
成
、
十
四
日
二
御
役
人
衆
鎌
・
鉄
砲

ニ
テ
百
五
十
人
程
、
浪
人
取
手
二
当
村
へ
十
四
日
之
朝
御
通
行
二
相
成
、

須
走
表
江
急
キ
御
入
光
被
遊
候
所
、
浪
人
十
四
日
朝
ヨ
リ
谷
村
表
へ
不

残
引
取
、
十
四
日
之
朝
⑩
店
江
浪
人
弐
人
古
沢
村
辺
ヨ
リ
馬
二
乗
り
て

（
仲
）

参
り
、
浪
人
被
申
候
ニ
ハ
、
此
方
義
一
橋
之
家
中
八
百
人
之
中
間
、
江

戸
ヨ
リ
此
内
四
百
人
一
一
而
郡
内
表
ヨ
リ
廻
り
、
紀
州
表
江
参
り
申
候
浪

人
ニ
テ
、
四
百
人
之
者
道
中
路
用
遣
果
し
、
大
家
卜
見
か
け
候
間
、
四

百
人
之
手
当
致
し
貰
ひ
度
候
旨
、
鎌
・
鉄
砲
⑩
之
店
前
二
置
而
段
々

無
心
被
申
候
間
、
相
手
者
茂
助
殿
誠
二
店
一
同
恐
縮
、
茂
助
殿
も
顔
色

替
而
震
な
が
ら
段
々
入
割
申
入
、
⑩
店
義
ハ
当
時
本
店
方
へ
不
残
送
り

金
子
出
払
無
之
候
間
、
御
断
申
入
候
得
ど
も
、
中
々
以
承
知
無
之
、
只

者
通
り
不
申
候
間
、
両
人
者
江
金
壱
両
也
紙
一
一
乗
て
差
出
し
申
候
所
、

浪
人
見
む
き
不
致
、
浪
人
被
申
候
ニ
ハ
、
何
二
致
し
而
も
め
し
壱
飯
振

舞
被
下
候
由
被
申
候
付
、
両
人
勝
手
廻
り
め
し
仕
舞
、
又
店
二
而
浪
人

両
人
相
談
被
致
候
而
、
金
子
而
己
二
而
ハ
仕
様
無
之
間
、
有
丈
ケ
ハ
借

用
申
度
被
言
候
得
共
、
立
テ
断
り
、
銭
な
ら
（
少
し
持
合
御
座
候
間
、

か
し
可
申
卜
被
申
候
、
又
浪
人
相
談
杯
い
た
し
、
夫
な
ら
ハ
銭
二
而
も

不
苦
被
申
候
間
、
天
保
銭
五
拾
九
文
差
出
し
持
行
、
金
壱
両
卜
五
拾
九

文
二
而
不
承
ノ
、
ノ
、
二
而
両
人
之
浪
人
被
申
候
ニ
ハ
、
い
つ
れ
又
都



義
二
月
十
日
御
出
立
二
而
江
戸
表
江
御
出
府
被
遊
候
、
又
上
之
内
御
帰

城
二
相
成
候
由
承
り
申
候
、
御
家
老
大
久
保
孫
右
衛
門
様
当
月
十
四
日

大
坂
表
江
御
出
張
二
相
成
、
小
田
原
様
も
内
分
承
り
候
所
、
御
殿
様
ニ

ハ
徳
川
江
御
附
可
被
遊
候
様
子
な
れ
ど
も
、
一
家
中
者
京
附
之
よ
し
、

小
田
原
表
二
而
も
実
二
御
心
配
被
遊
候
由
、
何
卒
御
無
難
二
御
武
運
長

久
奉
祈
念
候
、
当
節
者
御
大
名
様
方
も
御
心
配
之
時
節
二
相
成
、
実
恐

入
奉
存
候
、
下
々
之
者
畳
上
二
而
暮
し
居
候
も
の
ハ
誠
二
以
無
此
上
も

難
有
御
事
ト
奉
存
候
、
水
口
様
御
出
情
被
遊
候
よ
し
、
西
大
路
様
も
同

断
、
何
卒
ノ
ー
小
田
原
様
一
一
も
同
様
御
出
情
可
被
遊
候
様
奉
祈
念
候
、

乍
去
《
輝
明
主
織
鯛
懇
も
莫
太
之
御
物
入
一
付
、
此
元
江
又
々
御
用
金
多

分
廿
七
軒
江
相
懸
り
可
申
由
、
委
細
入
割
被
仰
聞
奉
恐
入
候
、
御
表
二

而
も
旧
冬
払
方
金
・
他
借
金
多
分
出
来
、
高
利
之
金
子
二
而
咽
々
御
困

り
被
遊
、
当
店
ヨ
リ
初
登
二
金
弐
百
両
差
送
り
申
候
分
、
同
月
廿
日
無

事
着
二
相
成
候
趣
キ
安
心
仕
候
、
尚
又
此
外
金
子
為
登
之
義
被
仰
聞
候

間
、
当
店
二
而
も
実
々
不
廻
二
付
奉
困
入
候
得
共
、
有
合
丈
ヶ
此
外
差

為
登
可
申
候
間
、
左
様
ニ
思
召
可
被
下
、
取
合
金
合
郊
百
両
差
為
登
候

間
、
跡
金
之
儀
者
取
集
り
次
第
一
一
一
月
二
相
成
候
ハ
、
差
為
登
申
候
間
、

此
殿
御
承
知
可
被
下
候
、
当
店
儀
も
御
存
之
通
り
店
商
内
稀
成
不
印
、

貸
金
無
皆
諸
人
極
々
不
人
気
二
而
借
り
人
ハ
強
気
二
相
成
、
貸
方
弱
気

二
而
、
何
で
も
少
し
で
も
貸
候
者
先
方
凡
旦
那
那
様
ニ
相
成
、
当
店
二

而
も
旧
冬
ヨ
リ
取
建
方
尽
方
ニ
テ
骨
折
心
配
仕
候
得
共
、
御
存
之
通
り

何
国
共
米
直
段
月
々
下
直
二
相
成
、
正
月
頃
ハ
内
米
二
而
駄
四
両
弐
、
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日
先
二
て
三
嶋
宿
二
而
浪
人
四
、
五
人
程
楽
正
様
御
召
取
被
遊
候
由
、

右
之
浪
人
金
子
多
分
持
居
候
様
子
、
四
、
五
人
二
而
六
、
七
百
両
御
座

候
咽
し
二
承
り
、
誠
二
東
西
共
乱
国
二
相
成
、
当
店
義
も
今
迄
之
所
二

而
ハ
無
難
二
相
凌
居
候
得
ど
も
、
連
も
此
姿
二
而
ハ
暮
方
無
覚
束
卜
奉

存
候
、
浪
人
参
り
申
候
剛
り
ハ
四
、
五
日
商
内
相
休
、
⑩
店
も
同
様
、

村
内
二
而
も
両
日
計
り
戸
〆
仕
候
、
浪
人
入
廻
り
候
節
ニ
ハ
第
一
番
二

い
つ
二
而
も
介
店
ヲ
目
差
、
浪
人
這
入
不
申
と
も
村
内
近
在
至
ま
で
も

詳
店
が
有
故
に
浪
人
参
り
申
候
杯
卜
諸
人
被
申
候
、
当
村
処
近
所
尚
更

不
人
気
二
而
、
浪
人
ヨ
リ
も
当
村
之
者
極
人
気
悪
敷
相
成
候
間
、
第
一

二
奉
困
入
候
、
浪
人
者
入
廻
り
申
候
而
も
御
上
様
ヨ
リ
召
取
被
下
候
、

又
ハ
御
触
之
通
り
打
殺
し
二
相
成
候
而
も
不
苦
候
よ
し
御
上
様
ヨ
リ
被

仰
聞
候
付
、
浪
人
之
所
者
世
間
一
統
之
事
二
付
、
一
同
之
心
配
二
奉
存

候
得
共
、
当
村
之
者
度
々
無
理
ヲ
言
立
、
何
二
事
二
不
限
悪
敷
事
ハ
介

店
へ
持
参
り
、
無
人
之
中
尚
更
当
惑
仕
居
候
、
在
宿
と
も
旧
冬
貸
金
・

店
貸
両
方
共
其
侭
無
勘
定
、
家
店
中
同
断
、
◎
印
古
来
稀
成
ル
不
印
、

尤
も
其
筈
二
者
御
座
候
、
此
乱
国
軍
中
二
先
年
通
り
二
相
運
申
候
（
乱

国
ニ
ハ
不
相
成
候
間
、
御
表
ヨ
リ
先
書
二
も
被
仰
聞
候
通
り
、
五
年
、

拾
年
一
一
而
ハ
不
納
ト
奉
存
候
、
拠
々
今
時
之
人
間
ハ
廻
り
合
せ
悪
敷
所

江
入
廻
り
不
運
二
奉
存
候
、
当
地
ヨ
リ
⑮
店
下
働
男
庄
兵
衛
壱
人
二
而

正
月
廿
九
日
出
立
二
而
差
為
登
、
右
便
り
ヲ
以
小
田
原
御
殿
様
甲
府
表

（
被
力
）

ヨ
リ
御
帰
城
二
申
候
趣
荒
ま
し
奉
申
上
候
ハ
、
、
定
而
②
庄
兵
衛
無
事

着
之
上
ニ
ハ
御
承
引
被
遊
可
被
下
哉
卜
難
有
奉
存
候
、
小
田
原
御
殿
様



い
た
し
、
店
中
恐
縮
実
二
身
の
毛
も
余
立
申
候
、
浪
人
郡
内
其
外
へ
逃

行
何
時
二
又
入
廻
可
申
哉
難
計
、
誠
二
油
断
不
相
成
い
つ
ま
で
も
心
配

難
絶
、
小
供
至
り
実
二
泣
縮
入
申
候
、
逆
も
今
分
之
小
と
も
ハ
難
育
、

実
二
か
わ
い
そ
う
ふ
二
奉
存
候
、
介
小
供
両
人
な
か
ら
泣
テ
⑩
店
江
逃

行
、
遠
国
江
参
り
若
も
浪
人
之
手
二
懸
り
間
違
等
有
之
候
節
ハ
、
重
立

申
候
者
国
元
江
面
目
も
無
御
座
候
故
、
⑩
方
へ
逃
遣
し
、
浪
人
入
込
始

り
二
而
何
時
二
又
入
廻
り
可
申
哉
、
件
大
家
卜
見
請
テ
参
り
候
間
、
店

切
縮
可
申
が
目
立
不
申
哉
、
夫
二
而
も
蔵
が
矢
張
目
立
可
申
卜
一
同
心

痛
仕
候
、
何
与
可
致
候
哉
、
若
又
此
末
浪
人
多
人
数
参
候
而
ハ
怪
我
等

も
無
有
難
計
、
日
々
店
中
心
配
仕
候
、
中
々
以
筆
紙
二
難
尽
、
近
々
内

②
重
兵
衛
殿
、
⑩
茂
助
殿
為
登
可
申
筈
二
御
座
候
間
、
当
方
一
一
而
も
相

談
仕
、
御
表
江
無
事
着
之
上
店
々
何
卜
可
仕
候
哉
、
無
捨
置
御
談
事
被

成
下
候
而
、
急
便
之
御
返
事
奉
待
上
候
、
連
も
愚
前
之
我
等
と
も
二
而

ハ
防
方
出
来
不
申
候
間
、
何
卒
ノ
、
御
地
二
而
も
御
大
切
之
御
用
ハ
毎

（
し
し
）

度
ノ
ー
止
々
御
座
候
得
共
、
当
店
義
御
先
祖
様
ヨ
リ
御
大
切
之
御
拠
場

な
れ
（
、
尚
更
御
大
切
卜
思
召
候
而
、
重
立
申
候
御
方
一
寸
も
御
早
ク

御
下
向
被
遊
候
而
、
御
相
談
被
成
下
候
上
二
而
如
何
様
と
も
可
然
御
差

図
被
遊
可
被
下
候
様
奉
待
入
候
、
喜
兵
衛
様
御
儀
ハ
如
何
御
座
候
哉
、

旧
冬
ヨ
リ
一
向
御
本
家
様
方
へ
御
出
勤
無
之
趣
キ
、
此
時
節
が
ら
二
御

出
勤
不
被
成
候
而
ハ
定
而
御
不
快
二
為
入
被
成
候
哉
心
配
仕
候
、
吉
喜

様
御
本
家
様
方
へ
御
出
勤
有
之
候
ハ
ミ
②
様
早
々
御
下
向
も
御
座
候

（
マ
マ
）

哉
卜
旧
秋
頃
ヨ
リ
店
一
同
相
更
楽
居
候
所
、
毎
月
末
ニ
ハ
御
下
向
被
成
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三
分
く
ら
い
二
有
之
候
所
、
当
時
三
両
弐
分
二
而
も
引
人
無
之
、
小
田

原
表
二
而
も
同
様
蔵
米
二
而
五
俵
二
而
も
買
人
無
之
、
大
豆
杯
ハ
旧
冬

弐
斗
四
、
五
升
位
二
買
入
候
所
、
当
節
三
斗
二
而
も
相
手
者
無
御
座
候
、

詳
二
而
も
旧
冬
之
蔵
米
⑩
入
用
之
残
り
少
々
持
合
候
分
今
売
候
（
余
程

損
毛
二
御
座
候
、
高
下
不
純
用
心
米
二
而
盆
頃
ま
で
ハ
持
蕊
可
申
積
り

二
御
座
候
間
、
左
二
御
承
知
可
被
下
候
、
当
店
二
而
者
◎
印
一
向
二
入

金
無
之
、
外
店
ヨ
リ
も
同
様
商
売
体
同
様
、
一
叶
店
二
而
も
此
節
下
り
酒

下
落
二
付
、
今
ま
で
持
居
候
酒
大
損
毛
二
相
成
、
右
店
方
も
又
々
店
勘

定
無
皆
卜
奉
存
候
、
㈹
偽
三
Ｕ
同
様
二
而
出
金
一
方
入
金
無
数
御
座
候
而

ハ
迎
茂
店
方
支
配
之
義
出
来
不
申
候
、
此
分
二
而
ハ
本
店
分
ハ
諸
品
仕

入
辿
も
難
出
来
、
其
外
店
も
矢
張
同
様
◎
印
段
出
走
近
年
多
分
之
為
登

金
二
相
成
、
何
程
御
座
候
得
共
、
両
殿
様
御
入
用
金
、
其
上
へ
御
国
元

諸
入
用
一
通
り
不
成
多
分
御
入
用
金
之
由
、
年
ま
し
元
金
無
数
相
成
、

此
末
何
卜
可
相
成
候
哉
御
主
人
様
ニ
ハ
不
申
及
、
我
等
奉
公
人
共
此
末

楽
ミ
等
も
無
之
次
第
二
奉
存
候
、
店
方
無
人
二
御
座
候
間
、
万
事
不
行

届
キ
ニ
ハ
御
座
候
へ
共
、
店
一
同
徹
々
持
答
候
丈
ケ
ハ
心
配
仕
候
得
共
、

此
節
が
ら
軍
中
二
相
成
、
前
申
上
候
通
り
東
西
乱
国
二
而
浪
人
入
廻
り
、

御
表
ヨ
リ
先
書
之
浪
人
日
野
表
江
多
人
数
入
込
申
候
由
被
仰
聞
候
間
、

誠
二
恐
縮
申
候
所
、
当
方
も
御
地
同
様
二
相
成
、
昨
日
迄
浪
人
入
廻
、

何
時
二
八
方
ヨ
リ
入
込
可
申
哉
昼
夜
心
配
仕
居
候
、
件
店
儀
大
店
故
何

分
目
二
立
チ
、
⑩
両
店
と
も
大
心
配
仕
居
候
、
此
間
浪
人
参
候
節
書
類
、

大
切
之
物
不
残
手
分
致
し
持
出
し
、
蔵
不
残
恒
戸
・
土
戸
引
〆
厳
重
二



御
承
知
可
被
下
、
先
者
右
御
両
通
御
請
労
当
方
へ
浪
人
騒
動
一
通
り
奉

申
上
候
、
委
細
之
義
ハ
近
々
内
両
人
差
為
登
候
間
、
無
事
着
之
上
逐
一

奉
申
上
候
間
、
御
聞
取
被
遊
可
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
今
甚
兵
衛
儀
も

近
々
内
一
叶
⑮
店
方
へ
店
勘
定
二
出
向
申
候
、
介
店
市
漸
々
此
間
初
り
二

而
浪
人
騒
キ
ー
而
無
中
二
相
成
、
中
々
以
仕
事
杯
手
二
附
不
申
、
是
ヨ

リ
相
始
り
最
早
浪
人
入
廻
り
不
申
候
様
毎
日
奉
祈
念
候
、
恐
憧
謹
一
一
一
一
口
、

二
月
十
八
日

介
甚
兵
衛

善
兵
衛

伊
兵
衛

吉
兵
衛
店
中

山
中
兵
右
衛
門
様

久
治
郎
様

出
来

一
御
本
家
様
行
②
也

一
威
応
丸
早
入
百
服

右
大
急
キ
ー
御
遣
し
可
被
下
候
、

御
本
家
様

命
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下
候
様
二
も
被
仰
聞
候
所
、
正
月
正
次
郎
様
御
死
去
被
遊
候
間
、
尚
更

御
用
向
相
重
り
、
御
本
家
用
・
御
町
内
御
用
向
重
々
御
用
向
御
座
候
故
、

実
々
御
さ
っ
し
申
入
、
御
下
向
之
所
江
実
々
御
運
不
被
成
候
義
御
尤
奉

存
候
、
価
之
吉
喜
様
御
義
直
様
御
本
家
様
へ
御
出
勤
被
遊
候
而
、
②
様

御
下
向
可
被
下
候
（
、
順
道
之
運
方
卜
奉
存
候
、
此
状
着
次
第
無
捨
置

御
相
談
可
被
下
候
、
当
店
も
臨
時
用
二
而
困
入
候
所
、
浪
人
折
々
入
込
、

店
々
勘
定
御
上
用
組
近
所
不
人
気
相
成
、
上
手
二
気
取
致
し
申
候
得
ど

も
、
不
体
之
義
ヲ
言
立
奉
困
入
候
、
当
店
二
而
も
初
登
り
之
者
鎌
掛
宿

ヨ
リ
参
り
、
中
む
ら
殿
内
為
吉
義
壱
人
、
中
登
り
政
兵
衛
義
、
右
両
人

義
当
月
中
ニ
ハ
差
為
登
申
候
、
左
候
得
者
若
衆
無
数
相
成
、
夜
番
毎
夜

四
人
ヅ
、
ハ
致
し
無
人
付
、
先
達
而
も
申
上
置
中
年
者
二
而
も
宜
敷
候

間
、
両
三
人
、
小
供
両
人
計
り
此
状
着
次
第
無
相
違
御
下
し
奉
願
上
候
、

御
本
家
二
居
合
之
小
供
御
座
候
ハ
ミ
直
様
御
遣
し
可
被
下
、
大
切
之

御
店
ヲ
無
人
二
而
ハ
逆
も
店
方
防
方
何
故
二
而
も
大
小
と
も
無
之
候
而

者
相
続
無
覚
束
卜
奉
存
候
、
返
ス
ノ
ー
も
無
捨
置
御
見
付
下
し
可
被
下

候
様
、
小
供
・
中
年
と
も
両
人
二
而
も
三
人
二
而
も
宜
敷
御
座
候
間
、

御
下
し
可
被
下
、
若
又
無
之
い
つ
ま
て
も
見
付
か
り
不
申
候
而
ハ
、
当

店
義
蝋
立
不
申
候
、
中
年
者
ハ
元
ヨ
リ
悪
敷
御
座
候
得
共
、
当
時
節
ハ

軍
中
之
時
節
二
而
、
小
供
ョ
リ
育
上
ヶ
博
明
キ
不
申
候
間
、
小
供
も
入

用
、
中
年
も
入
用
、
両
方
御
下
し
可
被
下
、
当
店
も
◎
も
無
数
人
も
無

之
、
乍
去
店
一
同
不
印
被
思
候
人
体
ハ
、
数
薗
年
居
合
申
候
而
も
御
断

申
上
候
、
其
時
之
模
様
ニ
ョ
リ
自
か
ら
自
徳
二
而
致
し
方
無
之
、
此
段




